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１．はじめに 

本研究の目的はユーザの読解力に合った難しさの日本語

文書を推薦するための指標を定義することである。文書の

内容を読み解き、理解する力は、多くの文書を読む経験を

積む中で養われていく。その際には易しすぎず難しすぎな

い文書、つまり自分の読解力に合った文書を選んで読むこ

とができれば、読解力の効率的向上が期待できる。 

しかし、主観的な評価で自分の読解力に合った文書を選

ぶためには実際に文書の内容に目を通していかなければな

らないため、大きな手間が掛かってしまう。そこで本研究

では、文書が自分の能力に合ったものであるかを機械的に

判定可能なシステムを作成することで、手間を掛けずに適

切な文書を選ぶことを目指す。 

そのシステムとして、文書の難易度とユーザの読解力の

二つを比較可能な指標として定義するための手法を提案す

る。この手法を用いることで、客観的な評価に基づいて、

ユーザ個々の読解力に合った難易度の文書を推薦すること

ができる。 

  

２．関連研究 

日本語文書を対象にした難易度評価の既存研究は、評価

基準を「単語の難しさ」とするものと、「文書構造の難し

さ」とするものに大別できる。単語の難しさを基準とする

例としては、学校で用いている各学年のテキストから抽出

したコーパスの文字生起確率を用いる研究[1]や、日本語能

力試験の語彙レベルを利用する研究[2]がある。文書構造の

難しさを基準とする例としては、平仮名の割合や述語の多

さを解析している研究[3]や、文字種（漢字、平仮名、片仮

名）毎の頻度や文の長さを解析している研究[4]がある。 

しかし、これらの研究では日本語文書の難易度定義のみ

を対象としており、定義された文書難易度と比較可能な指

標としてのユーザ能力評価は行われていない。文書の難易

度を推奨学年で表す例[1] [3]はあるが、学年が同じでも読解

力には個人差があるため、適切な文書推薦のためにはユー

ザの読解力評価が必要である。 

そこで本研究では、英語を対象に文書の難易度だけでな

く、ユーザの読解力評価の手法まで提案しているレクサイ

ル指数[5]の考え方を参考にして、日本語文書の難易度と同

一の尺度でユーザの読解力まで定義する手法を提案する。

これによって、文書難易度を実用的にユーザが活用できる

ようにする。 

 

 

３．ラッシュモデル 

本研究では、文書の難易度とユーザの読解力を同一の尺

度上で比較可能な指標として評価するために、レクサイル

指数でも用いられているラッシュモデルを用いる。 

ラッシュモデルは、評価項目群への応答に基づいて被験

者の特性と評価項目の難易度を測定するための試験理論で

あり、式(1)で表される。 

 

   
        

          
          

  : 正答率  : ユーザの能力  : 問題の難易度 

 

    
 

   
                  

 

式(1)を変形して得られる式(2)は、左辺がロジット*の形

をしているため、ロジット形式のラッシュモデルと呼ばれ

る。式(2)より、あるユーザがある問題を解いた時の正答率

のロジットが、そのユーザの能力と問題の難易度の差とな

ることを表している。このようにラッシュモデルの式では

ユーザの能力と問題の難易度を同一の尺度の上で比較可能

なものとして考えることができる。 

したがって、ユーザに読解力を測る問題を解かせた結果

から文書難易度とユーザの読解力のそれぞれを推定するこ

とで、内容の理解度を通して二つの指標を比較することが

できるようになる。 

 

４．提案手法 

4.1. 文書難易度評価 

 本研究では、次の手順に従い文書難易度を求める。 

① 複数の日本語文書を用意し、それから読解力を測

るテストを作成する（以下、テストセットとする） 

② テストセットを複数の被験者に解答させ、各問題

の正誤データを得る 

③ 各問題の正誤データから統計的な推定法を用いて、

被験者の能力と問題の難易度を得る 

④ 各文書に付与された問題の難易度の平均を文書の

難易度とする（以下、ロジット難易度とする） 

さらに、本研究では実験に用いたテストセットの文書に

限らずあらゆる文書に対して難易度を評価できるように、

文書の難易度要因となる単語や文法等の構成要素（以下、

文書難易度要因とする）を用いて、④で求められたロジッ

ト難易度を近似できる式（以下、文書難易度定義式とする）

を導く。 
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4.1.1.テストセット 

本研究では、読解力を測るテストにはクローズテストを

採用する。クローズテストとは、5語ごと、10語ごととい

うように機械的に n個ごとに単語を空所に置き換え、その

空所を補わせる形式のテストである。クローズテストは極

めて機械的で安価に作成できるにも関わらず、ユーザの総

体的な言語能力を正確に測定できるテスト法だとされてい

る[6]。 

実験で用いる日本語文書には教科書に掲載されている文

書を用いる。教科書に採用されている文書は、掲載されて

いる教科書の学年を実験から得られた難易度の妥当性の検

証に用いることができる。実際に利用した文書は教科書に

採用されていて、かつ著作権が消滅した文学作品等を収

集・公開しているインターネット上の電子図書館である青

空文庫に掲載されている文書から 35 タイトルを選定した。

今回の実験で用いるテストセットの一部を表１に示す。な

お、テストに用いる箇所や表記の体裁などは教科書の内容

に準じる。 

 

表１：テストセットに含まれる文書例 

学年 タイトル 著者 

小 3 手袋を買いに 新美 南吉 

小 4 ごんぎつね 新美 南吉 

小 5 注文の多い料理店 宮沢 賢治 

小 6 やまなし 宮沢 賢治 

中 1 坊っちゃん 夏目 漱石 

中 2 走れメロス 太宰 治 

中 3 高瀬舟 森 鴎外 

高１ 羅生門 芥川 龍之介 

高２ 山月記 中島 敦 

高３ 檸檬 梶井 基次郎 

 

4.1.2. 文書難易度の付与 

文書にロジット難易度を与えるために、作成したテスト

セットを被験者に解かせる。テストによって得られた各問

題の正誤データから PROX法などの統計学の推定法を用い

て被験者の読解力と問題の難易度を求める。これによって

クローズ法で空けられた各問題に難易度が与えられるため、

その平均値を文書のロジット難易度とする。 

以上の手法によって推定された文書のロジット難易度を

元々の教科書の学年と比較し、この結果が妥当であること

を検証する。 

 

4.1.3.文書難易度式の導出 

得られたロジット難易度を従属変数とし、文書難易度要

因を独立変数として重回帰分析を行い、文書難易度定義式

を求める。これによって文書が与えられた時に、文書の要

素を解析することで実験を行うこと無く文書に難易度を付

与できるようになる。 

解析する文書難易度要因は、関連研究でも評価に用いら

れていた『単語の難しさ』と『文書構造の難しさ』を用い

る。難しい単語が頻出すると文書全体の内容が理解できな

くなってしまうこと、構造が複雑な文書は簡単に内容を把

握することができず何度も読み返すことが必要になること

から、主にこの二つの難しさに注目して、文書難易度要因

の解析を行う。 

 

4.2.ユーザ読解力評価 

文書難易度定義の後に、以下の流れで文書難易度と同じ

尺度でユーザの読解力を評価する。 

① ロジット難易度 が求められている文書Dを用意す

る 

② 文書 Dを用いて、読解力を計測するユーザがクロ

ーズテストを行う 

③ 結果からユーザ読解力を求める 

このようにして求められたユーザの読解力は、正解・不

正解の曖昧性が低いクローズテストを用いて統計的に問題

の難度を考慮しつつ評価されたものである。このユーザ読

解力と、文書難易度定義式を用いて求められた文書難易度

をラッシュモデルに適用することで、ユーザがある文書を

読んだ時にどれほどの理解度で読むことができるかを推定

することができる。 

今回の実験では、この評価がテストセットのどの文書を

用いても同じ結果となることを確かめるために、文書 Dと

は異なる他の文書を用いて読解力を評価して結果の比較ま

で行う。更に、実験で求められた指標が読解力を示すもの

として妥当なものとなっていることを検証していく予定で

ある。 

 

５．まとめ 

 本研究では、クローズテストの結果から文書の難易度を

求め、ユーザ読解力を文書難易度と同一の尺度で評価する

手法を提案した。 

今後は実際に実験を行っていき、得られた結果について

考察を重ね、手法をより適切なものへと改善させていきな

がら、より有効な指標の定義を行う予定である。 
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